
 

■ 全国路面電車ネットワークでは、全国 51 団体の代表などで Zoom テレビ会議を 32 回開催して、「コロナ

禍後の地域公共交通に向けた具体策と制度の提案」をまとめ、まず 11月 20日岡山市において「岡山市公共

交通網形成協議会に向けての提案」として記者発表しました。コロナ禍の公共交通に対しては全国 492自治

体が支援しており、今後提案書を各自治体に広め、また国や都道府県に対しても働きかけを行います。 

■基本的方向 

民間事業主体→公的負担ベースへ 

事業者補助→利用者補助へ           高齢者・学生・情報・バリアフリー 

市町村一般会計の１％程度を目安 自転車・スクールバス含む、高齢者補助⇔介護保険・医療 

  

2割程度利用が落ち込めば、岡山市でもバスの黒字路線はなくなる。バス崩壊は地域崩壊を招きます。 

  

人と環境にやさしいトランジットモデル都市をめざして RACDA 

第 209号    2020 / 12 
全国 51団体でコロナ後の公共交通へ 

 提言・利用者への支援拡充を 



  

安すぎる初乗り運賃は是正。社会を支える重要なインフラとして、公共交通を支える必要があります。 

  

民営主体で作られた法律体系も是正が必要。既に交通政策基本法の改正が検討されています。 

  

ＲＡＣＤＡホームページには提言書・賛同団体リスト・資料パワポなど詳細を掲載しています   

 なお１１／２７には岡山でのバス問題解決などのためもあり、独禁法が変わりました。 

 


